
東町布袋車大幕復元新調事業-第Ⅱ期事業報告 

 

第Ⅱ期 後面幕（漢詩文・雷文図）事業報告 

 

 令和 4年度復元新調事業にて後面幕（漢詩文・雷文図）を復元新調いたしました。 

下記に後面幕の復元新調の詳細についてご報告申し上げます。 

 

 

事業期間 ：令和 4年 7月～令和 5年 3月末 

事業費   ：5,000,000 円（税別） 

施工業者 ：株式会社川島織物セルコン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          復元新調前               復元新調後 

 

 

後面幕 監修・検討会の詳細 

令和 4 年度 

7 月 ・刺繍試作の検討 

 筆の動きが最もわかる「相」の字を用いて刺繍試作をおこなうことに決定。 

・飾り房の検討 

8 月 ・刺繍文字「相」ならびに「雷文図」試作の検討 

・飾り房の検討 

12 月 後面幕の刺繍進捗と刺繍加工内容の確認。 

2 月 東町山車関係者立ち合いのもと仕立て前の検討会。 

3 月 東町山車関係者立ち合いのもと後面幕ならびに飾り房の納品。 
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※この第Ⅱ期の大復元新調事業より、西陣に工房をかまえる京繍（きょうぬい）の 

伝統工芸士 小橋岳氏が大幕の刺繍を手がけるはこびとなりました。 

 

 

後面幕の漢詩文について 

 布袋車の後面幕には雷文図とともに漢詩文が刺繍されています。 

 江戸時代後期の書家で尾張藩右筆でもあった丹羽盤桓子の筆によるものです。 

 


